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平成 15 年 11 月 20 日、第４回幾春別川ふるさとの川づくり懇談会 を開催しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
■河畔林について 

・ 過去に緑の回廊事業で植樹し、樹木は増えて

きてはいるが、当時からどんな河畔林が良い

かを多くの住民と議論すればよかった。 

・ これまで地元の農家の合意を得て低木等の

植樹活動を行ってきたが、植樹活動において

も地元住民の合意を得ることが大切である。 

 
 
 
 
■水の濁りについて 

・ 昔は、露天掘り跡地や樹木伐採地から雨によ

って土砂が流出し川が濁っていた。 
 
 

幾春別川 ふるさとの川づくり 懇談会 委員 

氏   名 所               属 

赤間 由美
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岩見沢市立メープル小学校 校長 

岩舘 正宣 空知森林管理署 治山課長 
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高篠 和憲 三笠市森林組合長 

奈良 健二 空知管内商工会連合会 会長 

深田 倫男 岩見沢市教育委員会 教育部長 

宝沢 康晴 FM はまなす JAPAN 放送局 次長 

眞野 弘 北海土地改良区 理事長 

峯 泰教 岩見沢青年会議所 道央ブロック塾長

黒田 憲治 三笠市 建設管理課長 

菅原 重徳 北村 建設課長 

吉田 攻司 岩見沢市 建設管理課長 

増田 浩泰 札幌土木現業所 岩見沢出張所長 

中村 英二

（座長） 
岩見沢河川事務所長 

新目 竜一 幾春別川ダム建設事業所長 

高長根 正光 桂沢ダム管理所長 

平成 15 年 12 月

▲第４回 幾春別川 ふるさとの川づくり 懇談会の様子 

（五十音順）

第 4 回「幾春別川ふるさとの川づくり懇談会」を

以下のとおり開催しました。 

・ 日時：平成 15 年 11 月 20 日（木） 

14：00～16：00 

・ 場所：岩見沢市民会館 
 
当日は委員 12 名が出席されました。 

 
第 4 回懇談会は、「環境」、「利水」を主なテーマ

として、事務局から説明の後、委員による意見交

換が行われました。 

「環境」「利水」の意見交換のなかで、「河畔林」

や「川のゴミの問題」に関する意見や、「水質」、

「水温」に関する意見などがだされ、活発な意見交

換が行われました。 

水質について 

第４回 幾春別川 ふるさとの川づくり 懇談会
の主な発言から 

自然環境について 



・ 水の濁りは、桂沢湖の水位が低いときの流入

部における河床の粘性土の流出や、湖岸の土

砂の洗い出しが主原因であるように思う。 

・ 新桂沢ダムによって嵩上げされれば、水位変

化が上の方に上がり濁りは改善されるので

はと期待している。 
■水の濁りに対する事務所からの回答 

・ 桂沢ダムの水位変動は、187m～170mである

が、187m～180m程度まではヤナギが自生し

てきており、現在はその自生に期待している。 
・ 急傾斜地においても植樹等の工夫について

検討しているが、あまり効果的な策がない。 
・ 桂沢湖での植樹活動は、新桂沢ダムに対応し

た湖畔林を形成しようとするものである。 
・ 治山ダムの効果としては、土砂の流出抑制、

崩壊防止の他、河畔林の復元の効果もある。 

■水の臭気について 

・ 特に水量が少なく、気温が高い時に水道水の

臭いが気になる。 
・ 水の臭気は、カビ臭の原因となる物質が山肌

から出てくることが原因で、処理施設でも処

理しきれないことがある。ただし、平成13
年以降は発生していない。 

 
 
・ 冷害対策としてなるべく水温の高い水を流

して欲しい。 
・ 現在、農家には節水と水温上昇のため、水田

に水をためて使用するように指導している。 
・ 魚類の生息環境のため、水温が上がりすぎな

いような配慮も必要。 
 

 

・ 直接川に接していなくても子供達にはビオ

トープづくりなどを通じて水辺の環境を伝

えられることもあると思う。 
・ 30代、40代の市民活動が弱いと思う。 

・ 魚と遊んだり魚釣りをしたりということな

どから川の楽しさをもっと知ることで、環境

というものに関心が強くなると思う。 
・  
 

■川に投棄されたゴミの問題について 

・ ゴミ掃除の活動を続けているうちに、住民や

会員のゴミに対する関心が高まった。 
・ ゴミ清掃については、「川の会」をうまく活

用できればよい。 

・ 川を常にきれいな状態に保つことがゴミを

減らす方策である。 

・ 清掃活動を継続すること、周りに声をかけ続

けることが大事である。 

・ ゴミを出さないよう周りの目も大事である 
■安全管理について 

・ 水辺におけるロープの設置や、岩で流れの緩

やかなワンドを作るなど、安全面での環境作

りも必要。 
 

 

 
 
「懇談会」は公開で行っており、どなたでも傍

聴できます。次回第５回「懇談会」の開催日が

決まりましたら、以下の場所に開催案内を提示

します。 
・ 三笠市、岩見沢市、北村、岩見沢河川事務

所の掲示板 

 

是非、ご来場ください。 

 

事務局からのお知らせ 
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ご意見やお問い合わせは、下記事務局 
石狩川開発建設部 岩見沢河川事務所 

〒068-0007 岩見沢市 7 条 9 丁目 
TEL 0126(23)9555 
FAX 0126(25)1697 

まで、お気軽にお寄せください。 

環境教育等について 

維持管理・安全管理について 

水温について 


